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第 1回 スーパービジョン・サロン （ＳＶサロン） 

 

                         担当 平野隆之 野尻紀恵 

 

Ⅰ．時間配分 

 １）6：30～6：45 ウエルカム・ドリンク 

 

 ２）6：45～7：15 担当者の「小ネタ・トーク」 

   テーマは、「ＳＶサロンをどう運営すると、わくわく感が生まれるか？」 

 

 ３）7：15～7：55 自由な対話（ダイアローグ） 

 

 ４）8：00～8：30 Ｑ&Ａ ＋ まとめ 

 

Ⅱ．小ネタ・トーク 

「ＳＶサロンをどう運営すると、わくわく感が生まれるか？」  平野隆之  

 

以下、レジュメ 

１．「学びのサロン」の必要＝働く大人が、学び続けるための「場」 

 「尾張ＳＶ研究会」の取り組み＝「管理的立場のＳＷer同士の自己成長の場」 

 「認識の枠組みの変更による実践力の向上」（実践的ＳＶの定義の一部） 

ヒント：中原淳の「ラーニングバー」というしくみ 

「ラーニングバー」とは 

 ○聞く⇒聞く⇒聞く⇒帰る ではなく 聞く⇒考える⇒対話する⇒気づく 

 ○「対話する」 ①「私」を主語にして、②経験談や主観を歓迎、③なぜ違うのか 

         ④違いを気づく（あえて判断を保留する） 

「ラーニングバー」とは 

 ○「対話」である。 

 ○「振り返り」である。 

 ○「良質の問いかけ」である。 

 ○「ゆるやかなつながり」である。 

 ○「学び続けるしくみ」である。 

 

大学に場をつくる意味 

 ○知の生産現場（知に楽しみを見出す） 

 ○中立非武装地帯（所属から切り離された、心理的安全） 
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２．日本福祉大学版「実践的スーパービジョン」が求めるサロン 

 ①「隣接異職種（ヘテロ）」で構成される「サロン」 

 

 ②「支持的機能を基盤」とする場の体得としての「対話」 

  

③「認識の枠組みの変更」に結びつく、見立ての違いを理解するための「対話」 

 

 ④「ケース」と「システム」の間（組織マネジメント）にも関心を置く「サロン」 

   

⑤人材育成としての場を、自主研究会などとして自ら開催する「練習」 

 サロンには自主研究会も含まれ、その種のサロンの経験を持ち寄るためのサロン。 

 

 

３．「自己診断結果」をもとに対話してみよう。 

 ①マネジメントスタイルの自己診断ツールを用いて、自己診断を試みましょう。 

 

 ②自己診断の結果を隣の人やテーブルのメンバーとの比較を通して、そのような結果 

となる理由や背景について、話し合ってみましょう。 

 

４．自由な対話（ダイアローグ） 

 

 

 

 

 

 

 




